
異なるHXDPバージョンで動作するクラス
タの管理

•異なる HXDPバージョンで動作するクラスタの管理（1ページ）
•シナリオ—HXDP 3.0でサイト Aおよび HDXP 2.6でサイト B（1ページ）
•シナリオ: HXDP 2.6のサイト Aおよび HXDP 3.0のサイト B（3ページ）
•機能の制限（5ページ）

異なる HXDPバージョンで動作するクラスタの管理

シナリオ—HXDP 3.0でサイト Aおよび HDXP 2.6でサイト
B

次の用語および略称が使用されます。

•サイト A —ソースクラスタ

•サイト B —ターゲットクラスタ

• dr_cleanupツール—Cisco TACに連絡し、3.0内部サポートパッケージで利用可能なこの
ツールを入手します。

前提条件

•アップグレードの前に、[回復済み]または [中止 ]状態の VMまたはグループがないこと
を確認します。

• VMが [中止 ]状態の場合、VMまたはグループをリカバリおよび保護を解除します。

• VMが [回復済み ]状態の場合、VMまたはグループの保護を解除します。
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結果サイト Bサイト Aステップ

—HXDPバージョン 2.6
または以降。

HXDPバージョン 2.6
または以降。

1.

•進行中のレプリ
ケーションが続行

されます。

• VMの計画済みの
移行がサポートさ

れていません。

•詳細については、
機能の制限（5
ページ）を参照し

てください。

—HXDP 3.0へアップグ
レードします。

2.

ワークロードは現在サ

イトBで実行されてい
ます。

1. コマンドを実行し
ます。

# stcli dp peer forget

2. 必要なVMを回復
します。

3. dr_cleanup ツール
を実行して、ディ

ザスタリカバリ

データベースから

すべてのVM情報
を削除します。

サイト Bをアップグ
レードする前に、サイ

トAで障害が発生した
場合。

3.

サイトがペアリングさ

れていません。

—サイト Aを復元しま
す。

サイトAを復元したら
以下を行います。

1. コマンドを実行し
ます。

# stcli dp peer forget

2. Dr_cleanup ツー
ルを実行して、

ディザスタリカバ

リデータベースか

らすべてのVM情
報を削除します。

4.
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結果サイト Bサイト Aステップ

—HXDP 3.0へアップグ
レードします。

—5.

サイト Aとサイト B
が再度ペアリング可能

になり、ワークロード

を保護することができ

ます。

—サイトをペアリングし

ます。

6.

シナリオ: HXDP 2.6のサイト Aおよび HXDP 3.0のサイト
B

次の用語および略称が使用されます。

•サイト A —ソースクラスタ

•サイト B —ターゲットクラスタ

• dr_cleanupツール—Cisco TACに連絡し、3.0内部サポートパッケージで利用可能なこの
ツールを入手します。

前提条件

•アップグレードの前に、[回復済み]または [中止 ]状態の VMまたはグループがないこと
を確認します。

• VMが [中止 ]状態の場合、VMまたはグループをリカバリおよび保護を解除します。

• VMが [回復済み ]状態の場合、VMまたはグループの保護を解除します。

結果サイト Bサイト Aステップ

—HXDPバージョン 2.6
または以降。

HXDPバージョン 2.6
または以降。

1.
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結果サイト Bサイト Aステップ

•進行中のレプリ
ケーションが続行

されます。

• VMの計画済みの
移行がサポートさ

れていません。

•詳細については、
機能の制限（5
ページ）を参照し

てください。

HXDP 3.0へアップグ
レードします。

—2.

•すべてのリカバリ
オプションを使用

できるわけではあ

りません。

•詳細については、
機能の制限（5
ページ）を参照し

てください。

•ワークロードは現
在サイトBで実行
されています。

1. コマンドを実行し
ます。

# stcli dp peer forget

2. 必要なVMを回復
します。

3. dr_cleanup ツール
を実行して、ディ

ザスタリカバリ

データベースから

すべてのVM情報
を削除します。

サイト Aをアップグ
レードする前に、サイ

トAで障害が発生した
場合。

3.

サイトがペアリングさ

れていません。

—サイト Aを復元しま
す。

サイトAを復元したら
以下を行います。

1. コマンドを実行し
ます。

# stcli dp peer forget

2. Dr_cleanup ツー
ルを実行して、

ディザスタリカバ

リデータベースか

らすべてのVM情
報を削除します。

4.
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結果サイト Bサイト Aステップ

——サイト Aを HXDP 3.0
にアップグレードしま

す。

5.

サイト Aとサイト B
が再度ペアリング可能

になり、ワークロード

を保護することができ

ます。

サイトをペアリングし

ます。

—6.

機能の制限
リリース3.0の新しい機能は、ソースクラスタとターゲットクラスタの両方が同じHXDPバー
ジョンにある場合にのみサポートされます。ソースとターゲットの両方が同じバージョンであ

るため、アップグレードの際に時間がかかることがあります。次の機能の制限事項を確認して

ください。

•ターゲットクラスタが 2.6、ソースクラスタが 3.0のピアサイトのバージョンが一致して
いない場合、VMの計画された移行はサポートされません。

•ソースがアップグレードされると、リリース 3.0の新しい機能 (グループ VMのmoveinや
moveoutなど)は、ピアがアップグレードされるまでソースクラスタ上でブロックされま
す。

•ターゲットクラスタのみがアップグレードされている場合、HX Connect UIでは、[リカ
バリ (Recovery)]ダイアログボックスの [ネットワークマッピング (Network Mapping)]オ
プションは、ソースクラスタをアップグレードするまで使用できません。
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